
一般社団法人日本パラ射撃連盟 

強化指定選手等行動規範 

 

（趣旨・目的） 

本規範は、強化指定選手、育成選手、日本代表選手および一般社団法人日本パラ射撃連盟

（以下「連盟」という。）の強化事業に参加するすべての選手（以下「強化指定選手等」と

いう。）が、フェアプレーの精神を尊び、善良な市民かつ健全な社会人としての品位を保ち、

日本のパラ射撃選手としての誇りと自覚を持って責任ある言動を行うことを定めるもので

ある。これにより、射撃スポーツの健全な発展と普及を図ることを目的とする。 

 

第１条 規範の遵守と内容 

強化指定選手等は、以下の行動規範を理解し、所定の誓約書に署名の上、これを遵守しな

ければならない。 

１． 多くの国民やボランティアの支援を得ていること、常に社会の注目を集める立場

にあることを自覚し、パラ射撃およびパラスポーツを牽引するロールモデルとして

ふさわしい行動を取り、模範を示すこと。 

２． 競技に限らず、日常生活においても関係する法令、規則、ルール等を遵守し、常

に良識と誠実さをもって行動すること。また他者に対して法令違反を助⾧・黙認せ

ず、反社会的勢力との関係を一切持たないこと。 

３． 指導者、チームメイト、支援者その他関係者に対し相互の人格を尊重し、挨拶を

基本とした良好なコミュニケーションを心がけること。 

４． アンチ・ドーピング、競技規則、大会への参加資格基準、クラス分けなどについ

て理解を深め、申込などの提出期限を遵守すること。 

５． 連盟が実施又は指示するインテグリティ研修、アンチ・ドーピング教育その他競

技者教育に積極的に参加し、競技者として必要な知識及び倫理観の向上に努めるこ

と。 

６． 連盟が指定する遠征、強化事業、会議、広報活動その他の行事には原則として参

加し、競技普及、広報活動及びパートナー関連事業等への協力要請があった場合は、

協力すること。ただし、やむを得ない事情がある場合は、選手強化委員⾧又は HPD

（以下「選手強化委員⾧等」という。）の判断により免除されることがある。 

７． 国内外の大会、強化事業及び関連イベントにおいて撮影又は収録された映像、写

真等について、その著作権その他の権利が連盟又は権利者に帰属する場合があるこ

とを理解し、無断使用を行わないこと。 

８． 強化事業の実施に必要な範囲において、個人情報が強化スタッフ間で共有される

場合があることを理解し、これに協力すること。 

９． 連盟のパートナー関連事業等への協力要請があった場合、やむを得ない事情があ



る場合を除き、これに協力すること。また、連盟による集団的肖像権の使用に同意

すること。 

１０．  強化事業において、強化スタッフが定める指示事項を遵守すること。特に集合時

間や門限等を厳守すること。 

１１．  連盟が実施又は指示するメディカルチェック、アンチ・ドーピング手続、クラス

分け、各種調査その他競技力向上及び安全管理に必要な事項に協力しなければなら

ない。 

１２．  連盟、日本パラスポーツ協会、日本パラリンピック委員会等からの指示があった

場合は、指定の衣服等を着用すること。 

１３．  違法行為や強化指定選手等としての品位を損なうスポーツマンシップに反する言

動を行わないこと。SNS 等での発信においても、その影響の大きさを自覚し、慎重

な言動を心がけること。連盟、役職員、選手その他関係者に対し、虚偽の記載又は

他者の権利利益を不当に害する内容を発信しないこと。 

１４．  活動期間中は 20 歳以上であっても喫煙（加熱式たばこ、電子たばこその他これら

に類するものの使用を含む。）を禁止する。また、合宿および大会期間中の飲酒を禁

止する。 

１５．  合宿・大会期間中の宿舎においては、緊急時を除き他の参加者の宿泊室へ立ち入

らないこと。 

１６．  強化事業に参加するにあたっては、事故や負傷などの事態に備え、適切な保険に

加入すること。連盟が指定する保険がある場合は、それに加入すること。 

１７．  ハラスメント、差別的言動、暴力行為、性的言動その他他者の人格及び尊厳を侵

害する行為を行わないこと。 

１８．  前各号に定めるもののほか、社会通念上不適切とされる行為は行わないこと。 

１９．  連盟に提出する報告書や申請書等のすべての文書において、虚偽の記載をしない

こと。 

 

第２条 違反選手に対する処分 

１． 強化指定選手等が前条に定める規範に違反したと認められた場合は、理事会の決

定により、違反の程度に応じて次の処分を行うことができる。 

（１）注意又は厳重注意 

（２）強化指定選手等の資格停止 

（３）強化指定選手等からの除外 

（４）その他理事会が必要と認める処分 

２． 強化スタッフの報告に基づき、選手強化委員⾧等は、理事会による正式処分まで

の間、必要と認める場合は、暫定的措置として次の措置を講じることができる。 

（１）強化事業への参加停止 



（２）代表選考又は派遣手続の一時保留その他必要な措置 

３． 前 2 項の処分又は措置を行うに当たっては、理事会、選手強化委員⾧等は、当該

選手に対し、書面又は口頭による弁明の機会を与えるものとする。 

４． 処分に対する不服申立てについては、別途定める懲罰規程に従う。 

 

第３条 処分の指針 

１．  理事会は、処分を決定するに当たり、違反行為の内容、悪質性、故意又は過失の

程度、結果の重大性、過去の違反歴その他一切の事情を総合的に考慮するものとす

る。 

２．  処分の基準は次のとおりとする。ただし、同一又は類似の違反を繰り返した場合

その他悪質と認められる場合は、より重い処分を行うことがある。 

（１）注意又は厳重注意 

 次に掲げる違反行為のうち、軽微な違反行為 

ア 集合時間、門限その他の指示事項に関する違反 

イ 研修、会議その他への参加義務違反（正当な理由がない場合に限る。） 

ウ 提出期限の徒過その他事務手続上の違反 

エ 指定衣服の不着用その他規律違反 

オ その他これらに準ずる行為 

（２）強化指定選手等の資格停止 

次に掲げる違反行為のうち、重大な違反行為 

ア 度重なる規範違反 

イ 強化スタッフが実施する正当な指示への不服従 

ウ SNS 等において不適切な発信を行った結果、連盟又は競技の信用を損な

った行為 

エ 合宿又は大会期間中の飲酒、喫煙その他規律違反 

オ 強化事業中における無断欠席又は無断離脱 

カ 連盟の事業運営に重大な支障を生じさせる行為 

キ その他これらに準ずる行為 

（３）強化指定選手等からの除外 

次に掲げる違反行為のうち、重大な違反行為 

ア アンチ・ドーピング規則違反 

イ 暴力行為、ハラスメント、虐待、差別的言動その他人格権侵害行為 

ウ 刑罰法令に抵触する行為 

エ 虚偽申告又は不正行為 

オ 反社会的勢力との関係が認められる行為 

カ 連盟又はパラ射撃競技の信用を著しく失墜させる行為 



キ その他強化指定選手等として著しく不適格と認められる行為 

３． 理事会は、違反行為の態様、違反者の反省状況、自主的な是正措置その他の事情

を考慮し、処分を軽減し、又は処分を行わないことができる。 

 

以上 

（附則） 

1 本規範は、2023 年 4 月 1 日から施行する。 

2 本規範の制定、改正及び廃止は、選手強化委員会の審議を経て、理事会の承認により行う。

3 本規範は、2026 年 7 月 19 日から改訂施行する。 


